
１　現状と課題

２　事業目的

３　予算のポイント・主な取組（当初予算又は補正予算時の実施予定）

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　事業コスト （単位︓千円、⼈）

1,874,450 21.0
R2年度 1,010,223 2,145,750 △ 56,280 3,099,693 1,089,891 2,383,593 21.0
R3年度 800,617 1,752,112 972,777 3,525,506 709,311

3,625,827

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計

（予算現額） うち一般財源
667,739 2,467,047 21.0

予算額

事　業　名 都市公園事業費 部局 建設部 課・室 都市・まちづくり課
実施期間 S41 〜 toshi-machi@pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移
R4年度
目標値

達成
状況 設定理由

R4年度
実績 推移

③公園施設の⻑寿命化対策
・安全性と機能を確保するため、公園施設の計画的な更新を実施。
・５公園（松本平広域公園、烏川渓谷緑地、飯田運動公園、
　南信州広域公園、若⾥公園）で実施。

事業番号 11 07 02 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

【現状】
〇都市公園（6公園）の管理については、利用者サービスの向上を図るため指定管理者により実施。
〇コロナウイルス感染拡大により公園利用者数が減少。利用者数は回復しつつあるが、R3年度では370千⼈であり、コロナ以前の利
用者数まで回復していない。
〇「⻑野県公園施設⻑寿命化計画」に基づき、ライフサイクルコストの縮減や更新費用の平準化を図りつつ、公園施設の安全性と機
能を確保。
〇都市公園の再整備等にあたっては、国庫補助採択基準に合致する一定規模以上の事業について国の交付⾦等を活用し、公園
利用者の増加を図る。
【課題】
〇公園管理の負担軽減等を図るため、公園のオープン化が必要。
〇コロナウイルス感染拡大により、R2年度の利用者数が323千⼈に減少していることから、利用者数の増加のための取組が必要。
〇公園施設の⽼朽化が進⾏し、計画的な更新が必要。

都市公園を適切に管理し、公園の特色を活かしたにぎわいの創出を図るとともに、スポーツ・レクリエーション、文化活動、自然とのふれ
あい及び癒やしの場を形成する。

①指定管理者による公園管理

単位
R2年度 R3年度

決算額区分

No. 指標名

E-mail

・利用者サービスの向上を図るため、⺠間の活⼒を活用。
・６公園（松本平広域公園、烏川渓谷緑地、風越公園、
　飯田運動公園、南信州広域公園、若⾥公園）で実施。
②都市公園の再整備
・都市公園の魅⼒向上および賑わい創出を図るため、都市公園の
　再整備を実施。
・２公園（松本平広域公園、烏川渓谷緑地）で実施。
・2028国スポの開催に向けた施設整備を実施。
・１公園（松本平広域公園）で実施。

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）との対応関係
重点目標

総合的に展開
する重点政策

3-5 市街地の活性化と快適な生活空間の創造

R4年度

① 公園利用者数 323

0

千⼈

件管理上の瑕疵に起因する事故
件数②

1,620,787 1,944,744

370

60,296

都市公園の再整備が魅⼒向上や賑わい創出につながり、利用
者数に反映されるため。

公園施設の⻑寿命化対策が事故防⽌につながるため。

未達成

達成

↗

0 →

404

0

600↗

→ 0

都市公園の再整備（松本平広域公園陸上競技場） 都市公園の再整備（例：噴水）

グリーンインフラの推進（例：緑の駐車場） 公園施設長寿命化計画に基づく施設更新



６　主な取組実績と成果

７　成果指標の達成状況に関する要因分析

８　今後の事業の方向性

建設部部局 課・室 都市・まちづくり課

(1) 令和４年度の取組実績、成果指標の分析及び県⺠の意⾒等を踏まえた課題

(2) 翌年度以降の事業改善の⽅策

・利用者増加に向けた通年楽しめる植栽管理やマルシェなどのイベントの開催、キッチンカーによる飲⾷の提供などのサービス向上策が必
要。
・公共事業予算が減少し、効率的な事業執⾏が必要。
・公園施設の⽼朽化が進⾏し、計画的な更新が必要。

・利用者増加に向け、引き続き⺠間のノウハウを活用した維持管理を⾏う。
・R10年度開催の国⺠スポーツ大会に向け、公園の賑わい創出につながるよう指定管理の仕様書の⾒直しや公園のあり⽅検討を実
施。（松本平広域公園）
・事業の重点化やコスト縮減など、効率的な事業執⾏を図る。
・⻑野県公園施設⻑寿命化計画に基づき、公園施設の計画的な更新を図る。

→ 達成状況 達成
⻑野県公園施設⻑寿命化計画に基づき、公園施設の計画的な更新を⾏った結果、管理上の瑕疵に起因する事故件数は０件で
あった。

指標② 管理上の瑕疵に起因する事故件数 R3年度推移 → R4年度推移

公園利用者数 R3年度推移 ↗ R4年度推移
R4年度はコロナウイルス感染拡大が完全に収束していなかったことから、利用のキャンセルが多数あり、目標値の達成はできなかったが、
⺠間のノウハウを活用した指定管理者の運営により、利用者数がR3年度より約34千⼈増加し、確実に利用者数が回復傾向にある。

指標① 未達成達成状況↗

・⺠間の活⼒を活用し、利用者サービスの向上を図ったことにより、コロナウイルス感染拡大により減少傾向にあった利用者数が、令和３
年度では370千⼈であったが、令和4年度には404千⼈と増加し、コロナウイルス感染前の利用者数に戻りつつある。

②都市公園の再整備
・都市公園の魅⼒向上及び賑わい創出のため、松本平広域公園において
駐⾞場の再整備、烏川渓谷緑地において園内を流れる沢の護岸整備等を実施。
今後も順次整備を進め、都市公園の魅⼒向上、にぎわい創出に努めていく。
・2028国スポに向けた施設整備のため、松本平広域公園において陸上競技場の
整備を実施。来年度以降も引き続き整備を進めていく。

③公園施設の⻑寿命化対策
・遊具、ベンチ、四阿、園路、照明等の更新を⾏い、利用者の安全を確保した。

①指定管理者による公園管理

事　業　名 都市公園事業費
事業番号 11 07 02 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

松本平広域公園陸上競技場（メインスタンド）



修繕工事
⽼朽化した都市公園施設の修繕等を実施

直接
支障木の伐採、遊具修繕等を実施

No. 細事業を構成する主な取組 実施⽅法 令和４年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

細事業
No. 細事業名

3 県単公園事業費

R2年度
決算額

R3年度
決算額

R4年度
決算額

351,183 81,915 86,187

千円 千円 千円

駐⾞場再整備1箇所、駐⾞場緑化1箇所、公園施設更新22施設　等

2 陸上競技場整備事業
2028国スポの開・閉会式及び陸上競技の会場となる松本平広域公園陸上競技
場の整備を推進直接
松本平広域公園陸上競技場の除却工事を実施

細事業を構成する主な取組

指定管理者選定会議

都市公園の備品購入等

まちなかの緑地整備事業

実施⽅法

細事業
No. 細事業名

2 都市公園事業費

補助⾦

直接

直接

烏川渓谷緑地の指定管理者選定会議を開催

選定会議を２回開催

ＡＥＤを整備

ＡＥＤのパット交換4枚（松本平広域公園）

市街地において森林を⾝近に感じられる緑地の整備を実施

上田市の緑地整備1箇所について補助（Ｒ５年度へ繰越）

1

5

R2年度
決算額

R3年度
決算額

R4年度
決算額

1,251,550 1,202,087 1,869,211

千円 千円
No. 細事業を構成する主な取組 実施⽅法 令和４年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 改築工事

事　業　名 都市公園事業費
事業番号 11 07 02 細事業⼀覧（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

3

1

細事業
No. 細事業名

公園管理費

No.

1

511,649

千円千円千円

R4年度
決算額

R3年度
決算額

R2年度
決算額

780,860

部局 建設部 課・室 都市・まちづくり課

令和４年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

都市公園の魅⼒向上や賑わい創出のための再整備、グリーンインフラの推進、⽼朽
化した都市公園施設の更新等を実施直接

590,448

千円

4 都市公園の管理
⾏き届いた公園管理を指定管理者により提供

指定管理
6公園で指定管理制度を導入

2 都市公園の維持修繕等
⽼朽化した公園施設の修繕等を実施

直接
支障木の伐採


